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協
議
員
会
は
今 

１
～
３
月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ 

ト 

花
の
植
替 

え
（
３
月
３
日 

に
パ
ン
ジ
ー
に
） 

② 

消
火
栓
訓
練 

３
月
実
施
済 

 

③ 

ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
パ
ー
登
録 

 

老
人
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
協
議
員 

④ 

人
権
・
青
少
年
健
全
育
成
自
治

会
研
修
会 

 

⑤ 

民
俗
学
の
夕
べ
に
つ
い
て 

｢

吊
り
灯
籠｣

｢

民
俗
学
の
夕
べ｣ 

⑥ 

町
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦 

⑦ 

「
令
和
５
年
度
総
会
」
準
備 

事
業
計
画
・
予
算
計
画
・
議
事
に

つ
い
て
、
議
案
書
作
成 

⑧ 

辻
川
界
隈
展
・
辻
川
グ
ラ
ン
ド

大
会 

開
催
時
期
と
内
容
検
討 

 

 

           
祭
礼
行
事
報
告 

◇
１
月
１
～
３
日 

 

正
月
祭
り 

 

◇
１
月
８
日(

日)  
 

冬
え
び
す 

冬
晴
れ
の
中
、
多 

く
の
参
拝
者
が
地
域 

の
発
展
と
平
安
を
祈 

願
し
ま
し
た
。 

◇
１
月
８
日(

日) 

と
ん
ど 

一
年
間
の
宮
当
番
の
最
後
の
お

務
め
と
な
る
の
が
「
と
ん
ど
」
で
す
。

一
年
間
の
災
い
を
払
い
、
家
内
安
全
、

無
病
息
災
な
ど
の
願
い
が
込
め
ら

れ
た
「
と
ん
ど
」
の
火
に
、
心
も
体

も
温
ま
り
ま
し
た
。
３
隣
保
の
皆
さ

ん
、
一
年
間
宮
当 

 

番
ご
苦
労
様
で
し 

 
 

た
。
節
分
の
年
越 

祭
か
ら
は
４
隣
保 

に
お
世
話
に
な
り 

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

◇
２
月
３
日(

金) 

節
分 

年
越
祭 

 
 

辻
川
区
の
新
年
度
は
４
月
始
ま

り
と
な
り
ま
し
た
が
、
宮
当
番
は
従

来
通
り
「
節
分
」
か
ら
次
の
４
隣
保

に
引
き
継
が
れ
て
、
新
宮
当
番
と
し

て
の
最
初
の
祭
儀 

と
な
り
ま
す
。
辻 

川
消
防
分
団
の
皆 

さ
ん
も
見
守
り
ご 

苦
労
様
で
し
た
。 

◇
２
月
１
２
日(

日) 

初
午
祭 

 

高
藤
稲
荷
で
、
五
穀
豊
穣
や
商
売

繁
盛
、
家
内
安
全
等
を
祈
願
し
て
、

初
午
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
年
も
、
子
ど
も
相
撲
は
、
コ
ロ

ナ
を
考
慮
し
て
行
わ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
昔
は
福
引
き
も
あ
り
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
が
、 

年
々
参
拝
さ
れ 

る
方
が
限
ら
れ 

て
き
て
い
る
の 

が
、
気
に
な
る 

と
こ
ろ
で
す
。 

事
業
報
告 

◆
１
２
月
３
日
（
土
） 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

①  

自
治
会
費
徴
収
の
依
頼 

②  

今
後
の
予
定
に
つ
い
て 

③  

要
望
事
項
の
一
部
紹
介 

・
鈴
の
森
神
社
拝
殿
の
幕
の
汚
れ
や
老
朽
が

目
立
つ
。
高
額
の
た
め
寄
進
で
は
な
く
、

区
で
予
算
化
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。（
２
隣

保
）
→
令
和
５
年
度
一
般
会
計
に
予
算
化
。 

・
旧
登
記
所
跡
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
入
口

が
、
埋
め
ら
れ
た 

延
石
の
た
め
に
通 

行
し
に
く
い
。（
２ 

隣
保
）
→
改
修
舗 

装
工
事
を
令
和
５ 

年
２
月
に
実
施
。 

・
鈴
の
森
神
社
拝
殿
へ
の
階
段
が
急
勾
配
の

た
め
、
手
す
り
の
設
置
を
要
望(

老
人
会)

→
令
和
５
年
度
一
般
会
計
に
予
算
化
。 
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「
就
任
の
ご
挨
拶
」 区

長 
 

田
﨑 

正
和 

 

年
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
生
き
て
い
く
と
は
結
局

の
と
こ
ろ
人
と
人
の
つ
な
が
り
だ
な
と
思
う
こ
と

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
つ
な
が
り
は
身
近
な

と
こ
ろ
で
は
家
族
や
友
だ
ち
、
そ
し
て
近
所
、
地

域
で
し
ょ
う
か
。 

 
３
年
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
希
薄
に
な
っ

た
辻
川
共
同
体
の
つ
な
が
り
を
少
し
ず
つ
回
復
さ

せ
て
い
く
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
朝
の
ゴ
ミ
出
し
で
の
何
気
な
い
会
話

や
登
下
校
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
挨
拶
か
ら
で
す

ね
。
先
の
総
会
の
今
年
度
事
業
計
画
に
あ
っ
た
夏

の
「
民
俗
学
の
夕
べ
」
、
「
秋
祭
り
」
、
春(

十
月
予

定
を
三
月
に
変
更)

の
「
ぶ
ら
り
辻
川
界
隈
ま
ち
歩

き
」
が
そ
の
き
っ
か
け
に
な
り
そ
う
で
す
。
特
に

「
ぶ
ら
り
ま
ち
歩
き
」
で
は
、
こ
の
三
月
に
全
戸

配
布
さ
れ
た
歴
史
読
本
も
使
い
「
國
男
少
年
が
見

た
辻
川
」
を
散
策
予
定
で
す
。
楽
し
い
企
画
も
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
事
が
多
く
の
皆
さ
ん

の
参
加
、
協
力
の
も
と
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
自
治
会
活
動

が
制
限
さ
れ
る
厳
し
い
状
況
の
な
か
「
地
縁
団
体

法
人
」
と
し
て
の
足
場
を
固
め
、
辻
川
区
を
懸
命

に
つ
な
い
で
く
だ
さ
っ 

た
鈴
木
前
区
長
を
始
め 

旧
役
員
の
皆
様
の
思
い 

を
次
の
世
代
に
つ
な
い 

で
い
く
こ
と
を
お
約
束 

し
、
就
任
の
挨
拶
と
さ 

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

   

2/3 節分 

 

1/8 とんど 

 

1/8 冬えびす 

 

正月の鈴の森神社 

 

2/12 初午祭 

 

公民館前のパンジー 

4/3 桜満開の柳田國男生家 

《当面の予定》 

5/21(日) 溝普請 

7 月上旬  フラワーポット植替え 

7/ 8 (土) 隣保長・各種団体役員会議 

7/21(金) 人権・青少年健全育成自治 

   会研修会 

7/30(日)～8/5(土) 吊り灯籠 

8/  5(土) 民俗学の夕べ 

8/  6(日) 町内一斉クリーン作戦 

 

2/3 舗装工事完了 

 

http://www10.plala/


◆
１
月
８
日
（
日
） 

鈴
の
森
神
社
合
格
祈
願
祭 

今
年
も
合
格
祈
願
祭
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
を

考
慮
し
て
辻
川
区
の
受
験
生
の
み

を
対
象
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
し
た
５
名
は
本
殿 

に
て
ご
祈
祷
の
後
、 

絵
馬
を
奉
納
し
ま
し 

た
。
志
望
校
合
格
を 

祈
念
し
て
い
ま
す
。 

鈴
の
森
神
社 

恵
美
酒
神
社 

高
藤

稲
荷
の
揚
巻
房 

奉
納 

鈴
の
森
神
社
、
恵
美
酒
神
社
、
高

藤
稲
荷
に
揚
巻
房(

あ
げ
ま
き
ふ
さ)

が

宮
当
番
だ
っ
た
３
隣
保
か
ら
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。
祭
り
ご
と
の
折
り
に

飾
ら
れ
ま
す
。 

  

   ◆
３
月
１
２
日
（
日
） 

消
火
栓
訓
練 

 

恒
例
の
消
火
栓
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
新
し
い
訓
練
場

所
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
い
ざ

と
い
う
時
の
た
め
に
役
立
つ
訓
練

で
す
。
指
導
に
あ
た 

っ
て
も
ら
っ
た
消
防 

団
員
の
皆
さ
ん
有
難 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

歴
史
読
本｢

民
俗
学
の

ふ
る
さ
と
辻
川｣

発
刊 

 

一
昨
年
、
自
立(

律)

の
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
事
業
の
一
環
と
し
て
、

辻
川
の
村
の
歴
史
を
ま
と
め
て
一

冊
の
本
に
仕
上
げ
よ
う
と
す
る
取

組
が
始
ま
り
ま
し
た
。
辻
川
歴
史

研
究
会
を
は
じ
め
と
す
る
経
験
豊

か
な
皆
さ
ん
に
協
議
員
も
加
わ
り
、

第
１
回
編
集
委
員
会
を
そ
の
年
の

７
月
に
開
催
し
ま
し
た
。
田
﨑
正

和
さ
ん
に
座
長
に
な
っ
て
も
ら
い
、

以
来
、
月
一
回
編
集
委
員
会
を
持

ち
、
今
年
３
月
の
第
１
９
回
編
集

委
員
会
で
よ
う
や
く
歴
史
読
本
の

完
成
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。 

 

す
で
に
、
辻
川
区
の
皆
さ
ん
に

は
全
戸
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
ご 

覧
い
た
だ
い
て 

い
る
こ
と
と
思 

い
ま
す
が
、
懐 

か
し
い
昔
の
辻 

川
の
写
真
や
地 

図
を
見
て
い
る
と
当
時
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
辻
川
の
「
辻
」
の
字
が
物
語

る
よ
う
に
、
経
済
や
文
化
の
交
わ

る
所
と
し
て
、
昔
か
ら
現
在
に
い

た
る
ま
で
、
地
域
の
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
が
改
め

て
分
か
り
、
辻
川
の
一
区
民
と
て

誇
ら
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。 

歴
史
読
本
の
作
成
と
並
行
し
辻 

川
公
民
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
膨 

大
な
資
料
の
整
理
も
行
い
ま
し
た
。 

明
治
や
大
正
時
代
の
資
料
も
た
く 

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
整
理
し
た
資
料 

は
、
今
回
の
歴
史
読
本
の
巻
末
に 

「
辻
川
区
有
文
書
・
史
料
目
録(

公 

民
館
保
管)

」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て 

い
ま
す
。 

 
  

今
回
の
歴
史
読
本
発
刊
で
神
戸 

新
聞
の
取
材
を
受
け
て
、
新
聞
に 

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
の
歴
史
読
本
を
使
っ
た 

「
ぶ
ら
り
ま
ち
歩
き
」
も
企
画
予
定 

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
保

管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

        

編
集
後
記 

 

今
回
の
辻
川
だ
よ
り
は
、
区
長
初
め

三
役
が
新
し
く
な
り
協
議
員
も
入
替
わ

り
が
あ
っ
た
の
で
、
新
役
員
一
覧
の
掲

載
の
た
め
に
発
行
が
遅
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
隣
保
長
や
団
体
役
員
、
上
部
派

遣
役
員
も
多
く
の
方
が
新
た
な
顔
ぶ
れ

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
(

吉
田
和
弘) 

   

区 
 

長 
 

 
 

田
﨑 

正
和 

協
議
員
【
選
出
ブ
ロ
ッ
ク
】
（
主
な
担
当
） 

副
区
長 

埴
岡 

政
秀
【
４
】(

総
務) 

 

会
計 

 

吉
田 

和
弘
【
５
】(

会
計) 

 

松
岡 

 

弘 

【
１
】(

土
木) 

 

松
岡 

信
孝
【
１
】(

広
報) 

 

 
 

 

内
藤 

 

至 

【
２
】(

環
境) 

 

 
 

 

尾
上 

利
幸
【
２
】(

文
化) 

 

 
 

 

吉
田 

和
司
【
３
】(

広
報)  

 

 
 

 

釜
坂 

優
二
【
３
】(

文
化)  

 

 
 

 

松
本 

信
裕
【
４
】(

土
木)  

 

瀧
井 

裕
士
【
５
】(

体
育) 

 

 

隣 

保 

長
〔
◎
は
ブ
ロ
ッ
ク
長
〕 

１
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

 
 
 
 
[

世
帯
数] 

 

１ 

池
内 

孝
司 

[
1
2
 
] 

 

２ 

大
杉 

昭
徳 

[
1
3
 
] 

◎ 
 

３ 

森
本 

貴
之 

[
3
9
 
] 

１
４ 

後
藤 

賢
二 

[
1
1
 
]  

２
ブ
ロ
ッ
ク 

 

４ 

上
延 

克
之 

[
6
 
 
]  

◎ 

５ 

松
岡 

正
英 

[
1
4
 
] 

 

６ 

宮
島 

 

勇 
 
[
8
 
 
] 

 

７ 

東 
 
 

伸
浩 

[
9
 
 
]  

３
ブ
ロ
ッ
ク 

１
０ 

石
原 

 

央 
 
[
7
5
 
] 

１
１ 

犬
塚 

宏
幸 

[
1
1
 
] 

１
２ 

髙
塚
慎
太
郎 

[
9
 
 
] 

◎
１
３ 

伊
藤 

 

豊 
 
[
2
2
 
] 

 
 

 ４
ブ
ロ
ッ
ク 

 

８ 

大
野 

義
晴 

[
9
 
 
] 

 
 

９ 

石
畑 

富
史 

[
3
5
 
] 

◎
１
５ 

久
長 

 

誠 
 
[
1
8
 
] 

２
０ 

平
野 

史
也 

[
1
2
 
] 

２
１ 

西
川 

錦
弥 

[
1
4
 
] 

２
２ 

佐
想 

貴
政 

[
1
4
 
] 

５
ブ
ロ
ッ
ク 

１
６ 

井
上 

良
宣 

[
1
7
 
] 

１
７ 

宇
崎 

智
明 

[
1
1
 
] 

１
８ 

狩
野 

英
信 

[
9
 
 
] 

◎
１
９ 

田
中 

克
典 

[
9
 
 
] 

団
体
役
員
〔
代
表
の
み
紹
介
〕 

老 

人 

会 

木
中
公
子
、
上
延
博
昭 

女 

性 

部 
 

大
浦 

幸
恵 

商
工
部
会 

 

植
田 

弘
造 

農
業
部
会 

 

田
﨑 

正
和 

消 

防 

団 
 

田
﨑 

大
資 

青 

年 

団 
 

松
岡 

虎
汰
朗 

子
ど
も
会 

 

藤
本 

武
尊 

中
学
Ｐ
Ｔ
Ａ 

岡
本 

壮
平 

上
部
派
遣
役
員 

民
生
委
員 

 

田
﨑
雅
子
、
鈴
木
琴
美 

福
祉
委
員 

 

古
井
智
世
、
村
井
朋
子 

補
導
委
員 

 

堀 

節
子 

人
権
教
育
推
進
委
員 

 

 
 
 
  

 
  

 
 

植
田
弘
造
、
吉
田
和
弘 

青
少
年
健
全
育
成
委
員 

井
上 

良
宣 

体
育
普
及
員 

 
 

 

上
原 

 

浩 

文
化
財
協
力
委
員 

吉
田 

和
司 

田
原
区
財
産
区
議
員 

 

田
﨑 

正
和 

市
川
町
外
三
ヶ
市
町
共
有
財
産
事
務
組
合 

令
和
５
年
度 

辻
川
区
役
員
一
覧 

〈
５
／
１
３ 

現
在
〉 

1４隣保担当 

 

総
世
帯 

４
０
６ 

軒 

 

13

2 

39 

 

15 6 13 10 

 

12 

 

 

7 

 

 

73 

 

14 21 

 

10 

 

 

12 10 

09 

9 36 18 14 

 

 

15 36 

 

14 

 

9 

宮当番 

 

1/8 合格祈願祭 

 

・
組
合
議
員 

  
 

 
 

井
上 

良
宣 

 
 

3/31 神戸新聞に掲載 

民俗学のふるさと辻川 


